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非常に詩的な表現にこだわるあまりに、他者に対して非常に理解しずらい文言になることについて、審査
委員会の指摘により適切な修正を行って完成されたことを踏まえ、本論文は課程博士論文として充分に水準
に達しているものとして、審査員全員の一致で合格とした。 
博士審査展提出作品：「フルビネクの声帯/曾祖父の眼球」は複数のパネルの組み合わせと、LEDによる照
明を用いた意欲的、かつ巨大な作品の姿となったものである。学位申請論文と同様、文脈を抑えていない鑑
賞者にとっては非常にわかりにくい形態を採っているところが特徴であるが、作者の考える言語や自身の出
自に関わるストーリーテリングの文脈に依拠するところのコンセプトを考えるに必然的な作品構成となって
いることが読み取れる。歴史の中に埋もれて逝った者たちへのオマージュ、とも読み解ける本作品は、本学
で研究を重ねてきた作者の現時点での集大成として、その規模や意欲も考えあわせ、審査員全員の評価の一
致を見て、合格とした。 
 
 
